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Larval and Juvenile Ichthyofauna and Its Changes of an Artificial Lagoon, Shinhama Lagoon, 
Located in the Inner Tokyo Bay 

Kohei NAKANO＊2,3, Keita MARUYAMA＊4,8, Rei SAWAI＊2,5 
Toshio FUROTA＊6, Masaki NONAGASE＊7 and Hiroshi KOHNO＊8,9 

Abstract:  Shinhama Lagoon, located in the inner part of Tokyo Bay, is an artificial lagoon developed in 1975 
in Ichikawa City, Chiba Prefecture. Shinhama Lagoon consists of about 20 ha of wetlands and 30 ha of sea area, 
and is a closed lagoon connected to Tokyo Bay only by a 3-meter-wide water gate. Monthly samplings of fishes 
were carried out in Shinhama Lagoon using a small seine-net from April 2018 to November 2019. A total of 
12,720 individuals of over 40 species belonging to 18 families were collected. Comparisons with recent studies 
conducted in other tidal flats of Tokyo Bay revealed that ratios of marine and amphidromous fishes in individual 
numbers were very small in Shinhama Lagoon, which indicates that these fishes are less likey to use Shinhama 
Lagoon as a nursery area due to its closed geological features and location. This phenomenon was observed in 
Shinhama Lagoon from 1997 to 2018, but dominant species of estuarine fishes changed remarkably because of the 
land subsidence caused by a major earthquake in 2011. The fish diversity in Shinhama Lagoon also increased from 
1997 to 2018. These results suggest that the fish assemblage in Shinhama Lagoon was affected by changes in 
topography and occurrence tendency of fish species in the whole of Tokyo Bay. 
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第一章 緒言 

潟湖とは堰止湖の一種で、湾口が砂州などで閉塞され、

海の一部が閉じ込められてできた水域のことである 1）。陸

域と海域の境に位置する潟湖は、その双方から栄養物質が

運ばれてくるため、沿岸域の中でも特に生物生産が盛んで

ある 2）。そのため、潟湖周辺では古くから漁業をはじめと

する水産業が発展してきたが 3,4）、潟湖は干潟や浅場など

と同様に開発や埋め立ての対象とされやすく、近年、国内
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外で急速に減少しつつある 1,5,6）。一方で、開発に伴い埋立

地に囲まれるようにしてできた半閉鎖水域も出現した。こ

のような水域は、天然の潟湖と区別して人工潟湖と称され

ている。人工潟湖の中には、干潟や塩性湿地が取り残され

ている場合もあり、魚類をはじめとする様々な生物の生息

場になっている 7,8）。 

開発の進んだ東京湾沿岸には、人工潟湖として、千葉県

市川市の行徳鳥獣保護区内の新浜湖（約 30 ha）や千葉県習

志野市の谷津干潟（約 40 ha）が存在する。その他にも小規

模なものでいえば、東京都大田区の東京港野鳥公園内の潮

入りの池（約 4.0 ha）や中央区の浜離宮恩賜庭園内の潮入

の池（約 2.7 ha）などが確認できる。このうち新浜湖は、

1969 年から 1975 年にかけて付近の埋め立てに伴い造成さ

れた、東京湾の最奥に位置する潟湖である。新浜湖の面積

は約 30 ha だが、約 20 ha の後背湿地がひかえており、現

在も水鳥の重要な生息地となっている。新浜湖の魚類相調

査は比較的充実しており、造成直後の 1975 年から 1980 年

にかけて、プランクトンネット 9,10）、三枚網 11）、張網 12,13,14,15）、

投網 15）、小型底曳網 16）を用いた調査が行われている。次

いで 1997 年と 2004 年には、仔稚魚を対象とした小型地曳

網調査が行われた 7,17）。 その後も、2008 年から 2009 年に

かけてはタイドプールや感潮池に出現する魚類を対象と

した魚類相調査が 18,19）、2015 年から 2019 年にかけては小

型定置網調査が行われた 20）。これらの研究から、新浜湖は

水産有用種や絶滅危惧種を含む 50 種類以上の魚類によっ

て、生息および成育の場として利用されていることが明ら

かにされてきた。 

一方で、魚類成育場としての東京湾の他の干潟域との違

いや、長期的な視野でみた魚類相の変遷などについては、

未解明な点が多い。開発の進んだ東京湾では、人工的に造

成されたそれぞれの干潟や浅場が、魚類にとってどのよう

な場所になっているのかを明らかにすることが、急務の課

題となっている 21）。また、魚類相や生息場の特徴を正確に

把握する際には、複数年にわたり調査を行い、その変遷過

程をモニタリングすることも重要である 22,23）。そこで本研

究では、新浜湖において仔稚魚を対象とした小型地曳網調

査を行い、その結果を東京湾内湾の他地点の結果と比較す

ることで、魚類成育場という観点から新浜湖の特徴を明ら

かにした。さらに、本調査の結果を過去に新浜湖で行われ

た小型地曳網調査 7,17）と比較することで、長期的な視野で

みた新浜湖の成育場機能についても考察した。 

第二章 材料と方法 

調査地点は、新浜湖の百合ヶ浜と呼ばれる干潟域とした

（Fig. 1 の Yurigahama）。百合ヶ浜は、東京湾との主要な接

続部である幅 3 m の千鳥水門（Fig. 1 の water gate）から約

100 m 西に位置する、護岸・転石帯に囲まれた人工の干潟

域である。底質は砂泥質で、岸側にはヨシ Phragmites 

australis が群生する。 

調査は 2018 年 4 月から 2019 年 11 月、毎月 1 回、潮汐

に関係無く日中に行った。魚類の採集には、Kanou et al. 24）

を参考にして製作された小型地曳網（袖網部：長さ 4.5 m、

高さ 1.0 m、網目 2.0 mm；胴網部から袋網部：網口の幅 2.0 

m、高さ 1.0 m、長さ 5.5 m、網目 0.8 mm）を用い、水深 1 

m 以浅を汀線に沿って 25 m 曳網した。その際、網口の幅

を 4.0 m にすることで、1 回当たり 100 m2を曳網するよう

にした。また 1 回の調査当たり、曳網回数は 2 回（ただし

2018 年 6 月と 7 月、8 月は 1 回）とし、調査期間を通して

計 37 回曳網した。なお、本研究で扱う個体数は、Table 1

の総個体数を除き、すべて 1 曳網当たりに換算された値を

用いた。 

採集物は現地にて 10％海水ホルマリンで固定し、研究室

に持ち帰った後、魚類のみを選別し、種の同定、個体数の

計数、体長の測定を行った。種の同定は中坊（編）25）と沖

山（編）26）に従った。また、魚種リストの科の配列と学名、

標準和名は主に中坊（編）25）に従った。さらに、採集され

た魚類は、加納ほか 17）に従い、4 つの発育段階（仔魚：鰭

条が定数に達していないもの、稚魚：鰭条は定数に達した

が、体形や模様が成魚と異なるもの、若魚：鱗の分布や模

様がほぼ完成し、体形も成魚に近いが、成熟していないも

の、成魚：成熟しているもの）と 6 つの生活史型（海水魚：

一生を海水域で過ごすもの、河口魚：一生を河口域で過ご

すもの、両側回遊魚：産卵は河川で行い、孵化仔魚は海へ

と流下するが、ある程度成長すると再び河川へ戻るもの、

遡河回遊魚：海域で成長し、産卵のため河川を遡上するも

の、降河回遊魚：淡水域で成長し、産卵のため海へ降りる

もの、淡水魚：一生を淡水域で過ごすもの）に区分した。 

調査開始時には毎回、YSI/Nanotech 社の YSI Pro2030 を

用いて、底層水の水温と塩分を測定した。底質については、

2018 年 8 月と 9 月に、内径 4.5 cm のコアサンプラーを用

い、深さ 3 cm までの底土を採取した。採取した底土は、河

野ほか 27）に従い処理し、粒径別の割合と中央粒径値、泥分

（粒径 63 μm 以下の重量割合）を求めた。 

本研究で新浜湖との比較に用いる干潟域は、以下の東京

湾内湾 10 地点である（Fig. 1）。海老取川（2007 年・2012

年調査：村瀬ほか 28））：海老取川と多摩川の合流地点にで

きた自然の河川干潟。京浜島（1994 年調査：那須ほか 29）；

2008 年調査：茂木ほか 22）；2014 年調査：梅田・河野 30））

と城南大橋（2017 年調査：東京都環境局自然環境部 31））：

多摩川河口の埋立地にできた自然の河口干潟。羽田（2007

年・2012 年調査：村瀬ほか 28））：羽田空港に造成された人

工の前浜干潟。大森ふるさとの浜辺公園（2018 年調査：丸

山ほか 23））：公園内に造成された人工の河口干潟。お台場

（2017 年調査：東京都環境局自然環境部 31））：湾奥の埋立

地に造成された人工干潟。葛西人工渚（以下葛西）（1997 年

調査：東京都環境保全局水質保全部 32）；2002 年調査：山根

ほか 33）；2017 年調査：東京都環境局自然環境部 31））：荒川
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と旧江戸川の河口に造成された人工の前浜干潟。小櫃川 3

地点（2005 年調査：Hermosilla et al. 34））：小櫃川河口から

約 2.5 km 上流までの範囲にできた自然の前浜干潟、河口干

潟、および河川干潟。なお、以上の 10 地点では、本研究と 

同様の小型地曳網を用いて、いずれも年間を通した調査が

行われている。このうち、海老取川、京浜島、羽田および

葛西では、複数年にわたり調査が行われているため、新浜

湖との長期的な変遷とも比較した。ただし、調査によって

曳網面積が異なるため、個体数を比較する際には、100 m2

あたりに換算した値を用いた。 

また、多様度を Shannon-Wiener の多様度指数 H’と Pielou

の均衡度 J’ （ともに木元 35）から引用）で示した。 

 

第三章 結果 

1．環境項目 

水温は夏季に上昇し冬季に下がる傾向を示した（Fig. 2）。

最高は 2018 年 7 月の 31.8 ℃、最低は 2019 年 1 月の 8.1 ℃

で、年平均値（±標準偏差）は 20.9（±6.8）℃ であった。

塩分は 6 月から 10 月に低い傾向があった（Fig. 2）。最高は

2019 年 1 月の 30.4、最低は 2019 年 10 月の 13.1 で、年平

均値（±標準偏差）は 25.8（±4.2）であった。底質は、粒径

別の割合では 2018 年 8 月、9 月ともに 125-250 μm で高か

った（Fig. 3）。中央粒径値は、2018 年 8 月で 167.7 μm、9

月で 156.0 μm、泥分はそれぞれ 11.5％、27.2％であった。 

  

Fig. 1 Map showing the sampling site at Shinhama Lagoon and 10 comparative sampling sites in Tokyo Bay. U, M and D in 

Obitsu River are abbreviations for upper, middle and down streams, respectively. Solid circles indicate 1-year samplings and 

solid squares long-term samplings. 
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2．出現した魚類 

本調査で採集された魚類は、18 科 40 種以上 12,720 個体

（37 回曳網、1 曳網あたり 343.8 個体）であった（ウグイ

属不明複数種、キララハゼ属不明複数種、チチブ属不明複

数種、ハゼ科不明複数種、フグ科不明複数種を含む）（Table 

1）。科別の種数では、ハゼ科が 20 種以上（総種数のうち

50.0％）と最も多く、他の科はすべて 1 種から 2 種であっ

た。科別の個体数でも、ハゼ科が 12,119 個体（総個体数の

うち 95.3％）と最も多く、次いでニシン科（284個体、2.2％）

が多かった。種別の個体数では、マハゼ Acanthogobius 

flavimanus が 6,663 個体（総個体数のうち 52.4％）と最も多

く、次いでチチブ属不明複数種（3,341 個体、26.3％）、ア

ベハゼ Mugilogobius abei（656 個体、5.2％）、ニクハゼ

Gymnogobius heptacanthus（426 個体、3.3％）であった。こ

れら優占種 4 種の合計は、総個体数の 87.2％を占めた。 

3．種数と個体数の経月変化 

種数は春から夏にかけて多く、秋から冬にかけて減少す

る傾向がみられた（Fig. 4）。最多は 2018 年 7 月の 16 種で、

最少は 2019 年 1 月の 1 種であった。 

1 曳網当たりの個体数でも、春から夏にかけて多く、秋

から冬にかけて減少する傾向がみられた（Fig. 4）。最多は

2018 年 4 月の 2,168 個体で、最少は 2019 年 1 月と 11 月の

1 個体であった。 

4．出現種の生活史型別の割合と経月変化 

採集された魚類のうち、ウグイ属不明複数種、キララハ

ゼ属不明複数種およびハゼ科不明複数種については生活

史型を判断できないため、ここではそれらを除いた 37 種

12,441 個体（1 曳網当たり 363 個体）を対象とした（チチ

ブ属不明複数種は河口魚、フグ科不明複数種は海水魚とし

て扱った）。 

種数では、海水魚が 19 種（生活史型の種数のうち 51.4％）

と最も多く、次いで河口魚（15 種、40.5％）、両側回遊魚（3

種、8.1％）であった（Fig. 5）。 

一方、個体数では河口魚が 1 曳網当たり 341.6 個体（生

活史型の個体数のうち 94.1％）と最も多く、次いで海水魚

（19 個体、5.2％）、両側回遊魚（2.4 個体、0.7％）であっ

た（Fig. 5）。また、河口魚は全てハゼ科魚類で占められて

いた。 

月別の種数では、海水魚は春から夏にかけて多く、秋か

ら冬にかけて少なくなる傾向がみられた（Fig. 6）。最多は

2018 年 7 月の 6 種で、最少は 2018 年 11 月と 12 月、2019 

Fig. 2 Monthly changes of water temperature (Top) and 

salinity (Bottom) at Shinhama Lagoon in Tokyo Bay from 

April 2018 to November 2019. 
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Fig. 3 Particle size ratios (bars) and median particle sizes 

(solid circles) of bottom sediment at Shinhama Lagoon in 

Tokyo Bay. 
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Fig. 4 Monthly changes of the numbers of species (Top) and 
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Families Number of
    Species individuals
Elopidae 
    Elops hawaiensis 4
Clupeidae 
    Konosirus punctatus 143 1.12 8
    Sardinella zunasi 141 1.11 9
Cyprinidae 
    Tribolodon  spp. 3
Plecoglossidae 
    Plecoglossus altivelis altivelis 4
Syngnathidae
    Hippichthys penicillus 3
Mugilidae 
    Mugil cephalus cephalus 86 0.68
Atherinidae
    Hypoatherina valenciennei 1
Platycephalidae 
    Platycephalus  sp.2 1
Moronidae 
    Lateolabrax japonicus 53 0.42
Leiognathidae
    Nuchequula nuchalis 19 0.15
Sparidae 
    Acanthopagrus schlegelii 61 0.48
Pholidae
    Pholis nebulosa 2
Blenniidae
    Omobranchus fasciolatoceps 1
Gobiidae  
    Acanthogobius flavimanus 6,663 52.38 1
    A. lactipes 250 1.97 6
    Acentrogobius  sp. 2 4
    A. spp. 10
    Chaenogobius gulosus 1
    Eutaenichthys gilli 5
    Glossogobius olivaceus 2
    Gymnogobius breunigii 97 0.76
    G. heptacanthus 426 3.35 4
    G. macrognathos 123 0.97 10
    G. petschiliensis 21 0.17
    G. urotaenia 70 0.55
    Luciogobius guttatus 4
    Mugilogobius abei 656 5.16 3
    Pseudogobius masago 17 0.13
    Redigobius bikolanus 3
    Tridentiger bifasciatus 4
    T. obscurus 159 1.25 7
    T.  spp. 3,341 26.27 2
    Gobiidae spp. 263 2.07 5
Scatophagidae
    Scatophagus argus 1
Pleuronectidae 
    Kareius bicoloratus 62 0.49
    Pleuronectes yokohamae 4
Triacanthidae 
    Triacanthus biaculeatus 7
Tetraodontidae 
    Takifugu niphobles 2
    Tetraodontidae spp. 3

Individual no. 12,720
Species no. 40
No. of towings 37
No. of ind./100 ㎡ 343.8

Developmental stage: A, adult; J, juvenile; L, larva; Y, young.
Life-cycle category: Am, amphidromous fish; E, estuarine fish; M, marine fish.
Percentages in individuals to total fishes are given when they exceed 0.1 %.

18.7-93.0 L-J M

% Rank Standard Developmental Life-cycle
length (mm) stage category

9.7-38.4 L-J ー

6.3-23.0 L-J M
5.1-12.4 L-J M

8.5 J M

11.5-26.4 L Am

20.5 J M

24.3-36.9 J M

10.0-53.1 J M

47.9 J M

11.4-19.3 J M

7.8-34.9 J M

10.5 L M

22.7-27.7 L-J M

10.0-50.5 L-A E
31.6-33.5 J E

4.1-97.5 L-A E

15.3-37.9 J-A E
50.5-75.0 J E

10.2-20.0 J ー
4.1 L M

7.8-35.9 L-A E
10.2-27.3 L-J Am

3.0-45.7 L-A E
4.7-39.2 L-A E

5.0-27.2 L-J E
9.0-23.2 L-J E

9.3-20.2 L-J Am
5.3-12.8 L-J E

4.1-10.0 L-J E
4.7-11.9 L-J E

8.5-13.4 J E
20.5-23.0 J E

29.2 J M

4.4-5.2 L ー

3.4-25.4 L-J M

5.2-63.0 L-J M
8.2-10.8 L-J M

9.5-10.5 J M
15.5-16.3 J M

Table 1. Fishes collected at Shinhama Lagoon in Tokyo Bay from April 2018 to November 2019 



6 中野航平・丸山啓太・澤井伶・風呂田利夫・野長瀬雅樹・河野博 

年 1 月と 11 月の 0 種であった。河口魚は春から秋にかけ

て多く、冬に少なくなる傾向がみられた。最多は 2018 年

7、8 月の 9 種で、最少は 2019 年 1 月の 1 種であった。両 

側回遊魚は、2018 年 4 月には 3 種が出現したが、その他の

月は 0-1 種のみの出現であった。 

月別の個体数では、海水魚は春と夏に多かったが、秋と

冬にはほとんど出現しなかった（Fig. 6）。最多は 2018 年 7

月の 1 曳網当たり 149 個体で、最少は 2018 年 11 月と 12

月、2019 年 1 月と 11 月の 0 個体であった。河口魚は春と

夏にピークがあり、秋から冬にかけて少なくなる傾向がみ

られた。最多は 2018 年 4 月の 1 曳網当たり 2,100 個体で、

最少は 2019 年 1 月の 1 個体であった。両側回遊魚は 2018

年 4 月に 1 曳網当たり 44.5 個体が出現したものの、その他

の月では 0-2 個体のみの出現であった。 

5．東京湾内湾との比較 

新浜湖と東京湾内湾の他の干潟域との塩分を比較する

と、新浜湖（年平均値 27.2）は最も高塩分であった（Fig. 

7）。次に高い値を示したのは、小櫃川下流（24.1）、お台場

（23.7）、羽田（21.9）で、その他の地点の塩分は 20 未満で

あった。 

出現した魚類の生活史型別の割合を比較すると、全ての

地点で出現した生活史型は海水魚、河口魚および両側回遊

魚であった（Fig. 7）。対して遡河回遊魚と淡水魚は、羽田、

京浜島および大森ふるさとの浜辺公園（Fig. 1 の Furuhama 

Park）といった多摩川河口付近と小櫃川河口のみで出現し

た。種数では内湾全体で類似した傾向がみられ、全ての地

点で海水魚、河口魚、両側回遊魚の順に多く出現し、これ

らの生活史型を合わせると全体の 90％以上を占めていた。 

一方、個体数は地点ごとに異なる傾向がみられ、新浜湖

は海水魚と両側回遊魚の出現が極めて少なく、内湾の中で

最も河口魚が優占していた（Fig. 7）。海水魚は、塩分の高

い羽田（年平均値 21.9）や小櫃川下流（24.1）で優占した

が、最も高塩分の新浜湖（27.2）では少なかった。お台場

（23.7）も塩分は高かったが、新浜湖と同様に海水魚の個

体数は少なかった。 

出現した河口魚を比較すると、新浜湖は、東京湾内湾の

広い範囲で優占するエドハゼ Gymnogobius macrognathos と

ビリンゴ G. breunigii が少ないことに加え、他地点では少

ないチチブ属不明複数種、アベハゼおよびニクハゼが優占

した（Table 2）。

Fig. 5 Ratios (%) of species and individual numbers by life-

cycle categories at Shinhama Lagoon in Tokyo Bay. 
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Table 2. Dominant estuarine species at each sampling site in Tokyo Bay, shown by the rank of individual numbers from first (1) to fourth (4) in each site 

Sites Shinhama Ebitori Keihin Jounan Obitsu Obitsu Obitsu
 Lagoon¹  River² -jima³ -ohashi⁴  River(U)⁶  River(M)⁶  River(D)⁶

Dominant estuarine species（rank）
  Acanthogobius flavimanus (1) (1) (1) (1) (2) (1) (1) (4) (1) (3)  + 
  A. lactipes  +  +  + ー ー (4)  + (3) (4)  +  + 
  Eutaenichthys gilli  + ー  + (4) ー ー ー  + ー  +  + 
  Favonigobius gymnauchen ー (4) (3) (2) (3)  + (3)  + (3)  + (4)
  Gymnogobius macrognathos  + (3) (4)  + (4) (3)  + (1)  + (4) (3)
  G. breunigii  + (2) (2) (3) (1) (2) (2) (2) (2) (1) (1)
  G. heptacanthus (4) ー ー ー  + ー  +  + ー  +  + 
  G. uchidai ー ー ー ー ー ー ー ー  + (2) (2)
  Mugilogobius abei (3) ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

  Tridentiger  spp. (2)  +  +  +  +  +  + ー  +  +  + 
  Tridentiger bifasciatus  + ー ー  + ー ー (4) ー ー ー ー

1) Present study, 2) Murase et al. (2014), 3) Umeda et al. (2017), 4) Environmental Protection Bureau, Tokyo Metropolitan Government (2019), 5) Maruyama et al. (2021), 6) Hermosilla et al. (2012)
U, M and D in Obitsu River are abbreviations for upper, middle and down streams, respectively.
+, <fourth; ー, not collected.

Haneda2 Furuhama5 Odaiba4 Kasai4
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6．過去の新浜湖との比較 

本調査の結果を、過去に新浜湖で行われた小型地曳網調

査 7,17）と比較した。水温と塩分（年平均値）は、それぞれ

19.2～21.8 ℃、24.7～27.7 の範囲で変化し、年代間で大き

な差はみられなかった（Table 3：表では、複数年の調査が

行われた海老取川、京浜島、羽田および葛西の 4 地点の結

果も示している）。 

新浜湖に出現した種数は、20 種（1997 年）、17 種（2004

年）、40 種（2018 年）と、1997 年から 2018 年にかけて増

加した（Table 3）。一方、他の 4 地点では、やや減少傾向が

みられた。新浜湖の 1 曳網当たりの個体数は、281.9 個体

（1997 年）、647.3 個体（2004 年）、343.8 個体（2018 年）

と、年代間で変動がみられ、他の 4地点でも変動していた。 

新浜湖の優占種（上位 4 種）の変化をみると、その種組

成は 1997 年から 2018 年にかけて大きく変化した（Table 

3）。すなわち、1997 年はマハゼ（総個体数の 71.5％）、エ

ドハゼ（14.7％）、ビリンゴ（9.1％）、ボラ Mugil cephalus 

cephalus（4.2％）が、2004 年はエドハゼ（38.3％）、マハゼ

（37.0％）、ニクハゼ（17.3％）、ビリンゴ（5.9％）がそれ

ぞれ優占したが、2018 年はマハゼ（52.4％）、チチブ属不明

複数種（26.3％）、アベハゼ（5.2％）、ニクハゼ（3.3％）が

優占するようになった。特に、2004 年から 2018 年にかけ

ては、それまで優占していた河口魚のエドハゼとビリンゴ

に代わり、新たにチチブ属不明複数種とアベハゼが優占す

るようになった。他の 4 地点でも年ごとに河口魚の優占種

は変化した。しかし基本的にはマハゼ、ビリンゴおよびエ

ドハゼが多く出現し、新浜湖のような大きな変化はみられ

なかった。新浜湖に出現した個体数を生活史型別にみると、

いずれの年代も河口魚が全生活史型の 90％以上を占めて

おり、海水魚と両側回遊魚は、それぞれ 0.5～4.8％、0.01～

0.8％の範囲で出現した（Fig. 8）。一方他の 4 地点では、河

口魚のみが独占し続けることはなく、年変動はあるものの、

海水魚や両側回遊魚もまとまって出現した。 

7．多様度の変遷 

新浜湖の多様度 H’では、0.91（1997 年）、1.3（2004 年）、

1.56（2018 年）と、年代間で増加傾向がみられた（Table 3，

Fig. 9）。さらに均衡度 J’では、0.3（1997 年）、0.46（2004

年）、0.42（2018 年）と、1997 年から 2004 年にかけて増加

し、その後は横ばいであった。多様度 H’の増加は、葛西と

海老取川でもみられたが、京浜島は減少傾向であり、羽田

は安定していた。均衡度 J’でも、葛西と海老取川は増加傾

向であったが、京浜島は減少傾向であり、羽田は安定して

いた。地点間で多様度を比較すると、多様度 H’では、羽田、

葛西、京浜島、新浜湖、海老取川の順に高く、均衡度 J’で

は、羽田が最も高く、その他の地点は、年により順位に変

動がみられた。 

第四章 考察 

1．新浜湖の魚類相の特徴 

1) 海水魚の出現 

新浜湖は、東京湾内湾の中で最も塩分が高かったが、こ

れは周囲を護岸で囲まれた閉鎖性の強い環境であり、河川

による淡水の流入が少ないためであることが指摘されて

いる 7）。新浜湖とお台場では、塩分が高いものの海水魚の

出現が少なく、特に新浜湖では、この傾向が 1997 年からFig. 8 Variations of individual ratios (%) by life-cycle 

categories and mean salinity at each sampling site in Tokyo 

Bay. Open circles indicate mean salinity. 

Fig. 9 Shannon-Wienner’s index of species diversity H’ and 

Pielou’s evenness index J’ for fishes collected at each 

sampling site in Tokyo Bay, shown by sampling years. 

●: Shinhama Lagoon 〇: Kasai ＊: Keihin-jima ■: Haneda △: Ebitori River
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Table 3. Variations of environmental conditions, diversity indices and dominant species at Shinhama Lagoon, Kasai, Keihin-jima, Haneda and Ebitori River in Tokyo Bay 

Sites
Sampling years
No. of towings
Mean water temperature (℃)
Mean salinity
Total no. of species
Total no. of individuals/towing
Species diversity (H ')
Evenness (J ')
Dominant species（rank）
 Estuarine fish
  Acanthogobius flavimanus 
  A. lactipes 
  Gymnogobius macrognathos
  G. breunigii 
  G. heptacanthus 
  Tridentiger  spp.
  Mugilogobius abei
 Marine fish
  Mugil cephalus cephalus 
     Sardinella zunasi
  Lateolabrax japonicus 
     Nuchequula nuchalis 
  Konosirus punctatus
  Hypoatherina valenciennei 
  Sillago japonica
 Amphidromous fish
  Gymnogobius urotaenia
  Plecoglossus altivelis altivelis 
1) Kanou et al. (2000), 2) Kohno et al. (2008), 3) Present study, 4) Environmental Protection Bureau, Tokyo Metropolitan Government (1999), 5) Yamane et al. (2003)
6) Environmental Protection Bureau, Tokyo Metropolitan Government (2019), 7) Nasu et al. (1996), 8) Moteki et al. (2009), 9) Umeda et al. (2017), 10) Murase et al. (2014).
H ', Shannon-Wiener's index of species diversity; J ', Pielou's evenness; Number in parenthesis, rank of dominant species; +, <fourth; ー, not collected.

Shinhama Lagoon Kasai Keihin-jima Haneda Ebitori River
201210

27 29 37 10 36 6 60 47 26
19947 20068 20149 200710 201210 2007101997¹ 2004² 2018³ 19974 20025 20176

23 18 48 18
19.2 21.8 20.9 ー 18.3 19.3 20.0
24.7 27.7 25.8 ー 22.9 15.7 16.3 15.2 15.2

20.0 19.4 19.8 18.8 17.9 20.2
24.5 22.0 15.4 12.1

20 17 40 40 35 25 21
281.9 647.3 343.8 802.6 1330.6 797.8 376.1 173.5 367.3

34 35 32 31 29 34
68.1 322.2 893.5 578.8

0.91 1.30 1.56 1.36 1.24 1.78 1.37
0.30 0.46 0.42 0.42 0.35 0.55 0.53 0.49 0.41

1.87 1.72 1.42 2.19 2.18 1.04
0.64 0.65 0.30 0.45

（1） （2） （1）  + （1）  + （1）
 +  +  +  +  +  +  + (4)  + 

（3） （1） （1） （2）  + （1）
 + ー  +  + 

（2） （1）  +  + （2） （1）  + 
（3） (4)  +  + (4) （2） （2） （3） （2）

（1）  +  +  +  + （3）
 +  + （2） （3）

 + （3） (4)  +  +  + ー

ー ー （2）  +  + ー  +  +  + 
(4)  + ー  + ー  + 

 +  +  +  + 
 +  + （3） ー ー ー ー

(4)  +  + (4)  + (4)  +  +  + 

ー ー ー ー ー ー

 +  +  + (4)
 +  +  + （1） （3）  +  + 
 + ー  + （2）  +  +  +  +  + 

 + （2）  + （1） （2）  + 
 +  +  +  + 

ー ー  + （3）  +  +  + 
 +  +  +  +  +  +  +  +  + 

 +  + （3） ー  +  + 
 + （1）  +  + 

 +  +  +  +  + ー ー

ー ー ー  +  +  +  +  +  + 
 +  +  +  + （3）  + 

(4)  + ー ー

 +  +  + ー  + （3）
（3） (4)  +  + 

（2）
ー ー  +  +  +  + ー  + (4)

 +  +  +  +  + (4)
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2018 年にかけて継続的に確認された。両地点における海水

魚の少なさは、東京湾の干潟域で優占するコノシロ

Konosirus punctatus やサッパ Sardinella zunasi17）がほとんど

確認されなかったことに起因する。例えば、海水魚が多く

出現する羽田や小櫃川下流では、総個体数に対して 50～

75％ほどがコノシロおよびサッパである 28,34）。東京湾にお

ける両種の初期生活史については、沖合で孵化し成長した

後、体長 7 mm に達すると干潟域などの浅場に接岸するが、

このときの接岸は潮流を利用した受動的なものである

36,37）。そのため両種の出現は、潮流や波浪の受けやすさに

影響され、開放的な前浜干潟で多く 28,38）、地理的に奥まっ

た干潟では少ないことが報告されている 23,39）。 

新浜湖は周囲を護岸で囲まれており、お台場は東京湾に

対し北側に開口した干潟である。さらに両地点は、東京湾

の最奥部に位置しているため、コノシロやサッパをはじめ

とする海水魚の仔稚魚が輸送されにくいことが考えられ

た。特に新浜湖は、極めて閉鎖的な地形をしているため、

その傾向が強く表れたものと推測される。ただし、若魚や

成魚を対象とした小型定置網調査では、総個体数に対して

コノシロが 27.1％、サッパが 19.4％およびスズキ

Lateolabrax japonicus が 2.5％採集されている 20）。また，海

水魚の個体数の 99.3％は、複数の発育段階にわたり新浜湖

を利用する滞在型と一時滞在型に分類され、ある程度の期

間新浜湖を利用していることも明らかになっている 20）。こ

のことは、遊泳能力の乏しい仔稚魚は新浜湖に来遊するこ

とが難しい一方、成長した個体は新浜湖に来遊し、成育場

として利用していることを示す。 

2) 少ない両側回遊魚 

東京湾の干潟域に出現する両側回遊魚は、主にアユ

Plecoglossus altivelis altivelis とウキゴリ類（既報の調査では

スミウキゴリ Gymnogobius petschiliensis とウキゴリ G. 

urotaenia を区別していないため、以下では合わせてウキゴ

リ類として扱った）であり、多摩川や荒川などの比較的大

きな河川が集中する湾奥部で多く出現することが知られ

ている 28,33）。本研究でも、多摩川河口周辺海域や葛西で、

両側回遊魚が多い傾向がみられた（Fig. 7）。しかし新浜湖

は、旧江戸川や荒川の近くであるにも関わらず、アユとウ

キゴリ類がほとんど出現しなかった。 

両種の仔魚は海へ流下し、沖合である程度成長すると、

潮流などにより受動的に浅瀬へと接岸する 40,41）。そのため、

先述のコノシロやサッパのように、両種の仔魚も開放的な

干潟の方が接岸に適した環境であると考えられる。アユは

接岸後、遊泳能力の向上に伴い能動的に成育場を広げる

40,42）。また、ウキゴリ類については研究が少ないものの、

干潟などで初期生活史を送り、その後は生息場を拡大する

36）。特に東京湾では、埋立地や運河の奥に位置する干潟も、

ある程度成長した両種の成育場の一つであることが明ら

かにされている 39,43）。そのため、新浜湖における両側回遊

魚の少なさは、海域に分散した仔魚の接岸場所としてだけ

ではなく、その後の河川遡上前の成育場としても利用され

にくいことを示唆している。以上のように、新浜湖におけ

る両側回遊魚の少なさは、閉鎖的な地形条件と、それに伴

う河川との希薄なつながりに起因していることが明らか

となった。 

3) 特異的な河口魚 

新浜湖の河口魚は、チチブ属不明複数種、アベハゼおよ

びニクハゼが多く、一般的に東京湾内湾の干潟域で優占す

るビリンゴとエドハゼが少ない点で特異的であった（Table 

2）。ニクハゼについては、高塩分な環境を好むことから 36）、

東京湾内湾では新浜湖や 44）、湾口部に近くて高塩分な八景

島海の公園などで優占することが報告されている 33）。本研

究で採集されたチチブ属不明複数種は、新浜湖における過

去の調査からチチブ Tridentiger obscurus、アカオビシマハ

ゼ T. trigonocephalus およびシモフリシマハゼ T. bifasciatus

の可能性があるが 18,20,45）、いずれも護岸・転石域やカキ礁

を主な生息場とし、仔稚魚期に限り干潟域を一時的な成育

場として利用する種である 36）。また、アベハゼもチチブ属

魚類と類似した生活史をもつ 36）。新浜湖の海岸線について

着目すると、総延長約 4.1 km のうち、約 2.6 km を護岸・

転石域が、約 1.5 km を干潟域が占める。特に、本調査地点

の百合ヶ浜は、干潟域の端に位置しており、護岸・転石域

に隣接している。また、本調査地点にはカキ礁が形成され

ているため、チチブ属魚類とアベハゼの仔稚魚が、成育場

として利用するうえで好適な環境である。 

次に新浜湖周辺の沿岸環境について着目すると、新浜湖

と東京湾を接続する水路内には、護岸域とカキ礁はみられ

るものの、干潟域はほとんど形成されていない。一方、東

京湾側に開口した水路の出口周辺には、北側に江戸川放水

路が、南側に三番瀬が存在し、いずれも干潟域が形成され

ている。特に江戸川放水路では、河口魚のうちマハゼ、ビ

リンゴおよびエドハゼが優占することが知られており 17）、

東京湾内湾の干潟域における魚類相の特徴が確認できる。

しかし、新浜湖には遊泳能力の乏しい仔稚魚が輸送されに

くいことに加え、新浜湖と東京湾を接続する水路内には干

潟域がみられないことから、ビリンゴやエドハゼといった

干潟域に生息するハゼ科魚類が、新浜湖へ能動的に進入す

ることが困難になっている可能性が考えられる。 

新浜湖と同様に、護岸・転石域に隣接した干潟域として

京浜島と城南大橋があげられるが、両地点は新浜湖とは異

なり、ビリンゴやエドハゼなどが優占する（Table 2）。この

理由として、両地点は海老取川や大森ふるさとの浜辺公園

などの多摩川河口干潟と距離的に近く、また開放的である

ため、仔稚魚や成魚の加入が容易であることが考えられた。

このことは、隣接する干潟間で個体群の交流が行われてい

る可能性を示し、広大な干潟を有していたかつての東京湾

に近い状況であると推察される。 
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以上のように、新浜湖の河口魚は、護岸・転石域やカキ

礁に代表される特徴的な沿岸環境と、周辺の干潟域とは独

立した閉鎖的な地形条件により、湖内である程度独自に形

成されたことが明らかとなった。 

2．新浜湖の魚類相（ハゼ科魚類）の変遷 

新浜湖では、河口魚が優占し続ける一方で、その種組成

は 1997 年から 2018 年にかけて大きく変化した（Table 3）。

すなわち、1997 年から 2004 年まで優占していたエドハゼ

とビリンゴに代わり、2018 年からはチチブ属不明複数種と

アベハゼが優占するようになった。本調査地点では、2011

年の東北地方太平洋沖地震によって干潟域で地盤沈下が

おき、ヨシ帯の一部でカキ礁の置換と、干潟域の縮小が確

認されている 46）。これにより、新たに出現したカキ礁は、

チチブ属不明複数種とアベハゼの生息場として機能する

ようになったが、浅場やタイドプールを含む干潟域が縮小

したことで、干潟域に生息するハゼ科魚類の生息場が失わ

れたことも考えられた。特に 2004 年以降減少したエドハ

ゼとビリンゴは、生活史を通して干潟域に生息するため 36）、

その影響を強く受けたものと推察される。また両種の稚魚

は、浅瀬に加えてタイドプールも成育場として利用するが

47,48）、その意義の一つに、魚食性魚類からの被食回避が指

摘されている 49）。本調査地点の干潟域には、スズキをはじ

めとする魚食性魚類の若魚や成魚が多数来遊してくるた

め 20）、タイドプールは両種の避難場として一定の役割を担

っていた可能性も考えられる。このように微小生息場が失

われることは、特定の魚種にとっては個体数を減少させる

大きな要因となり得る。また、新浜湖のような閉鎖的な潟

湖では、周辺の干潟域とのネットワークが希薄であるため、

一度個体群が縮小してしまうと、その回復には時間がかか

ることも考えられた。 

3．多様度の変化 

新浜湖の多様度は、河川干潟の海老取川や河口干潟の京

浜島に近いが、前浜干潟の羽田や葛西よりは低かった（Fig. 

9）。また、新浜湖に出現した種数は、17～40 種であったが、

これは自然干潟である海老取川（2007 年：34 種；2012 年：

21 種）や京浜島（1994 年：34 種；2006 年：33 種；2012 年：

32 種）に匹敵する結果であった（Table 3）。このことは、

東京湾奥部に造成された人工潟湖内の干潟にも、自然の河

川干潟や河口干潟と同様に、多くの魚種が生息しているこ

とを示唆している。 

新浜湖の多様度は、1997 年から 2018 年にかけて増加傾

向であったが、その要因の一つに出現種数の増加があげら

れる。特に、本調査では、新たに 13 科 21 種（不明種 3 種

を含む）の魚類が確認された。これらの多くは、1 曳網当

たり 5 個体未満であり、発育段階も連続していなかったこ

とから、偶発的に新浜湖へ来遊したものと考えられた。こ

のうちガンテンイシヨウジ Hippichthys penicillus、ウロハゼ

Glossogobius olivaceus、ヒナハゼ Redigobius bikolanus、ギマ

Triacanthus biaculeatus は、近年になり東京湾で確認が相次

ぐようになった種である。東京都環境局による 1986 年か

ら 2020年までの小型地曳網調査では、ギマとウロハゼは、

それぞれ 1990 年代と 2000 年代以降に出現頻度が増加して

いる 50）。この 2 種については、2015 年から 2019 年にかけ

て新浜湖で行われた小型定置網調査でも、稚魚から成魚

（ギマ：349 個体；ウロハゼ：12 個体）がまとまって採集

されていることから 20）、近年になり新浜湖を生息場として

利用するようになったものと思われる。また、ヒナハゼは

2000 年代初頭に、ガンテンイシヨウジは 2010 年代になっ

てから東京湾で出現頻度が増加しており、いずれも東京湾

における定着の可能性が指摘されている 51,52）。 

これら 4 種は、分布の中心が東京湾以南であるため 36）、

東京湾における増加傾向は、湾内の水温変化に起因してい

る可能性が高い。近年の東京湾では、外洋水の長期的な流

入量の増加に伴い、冬季の水温が上昇傾向にある 53）。また、

1967 年から 2014 年までの東京湾内湾の表層水温を解析し

た林 54）は、水温上昇は主に 1990 年代以降に顕著であり、

現在もその傾向が続いていることを報告している。東京湾

奥部に位置する新浜湖は、地理的に外洋水の影響を受けに

くいため、水温に大きな変化はみられなかったが、出現す

る魚類については、東京湾の出現傾向を受けながら、徐々

に変化してきたものと推察される。また本研究では、マゴ

チ Platycephalus sp.2 やクロダイ Acanthopagrus schlegelii、

ギンポ Pholis nebulosa、マコガレイ Pleuronectes yokohamae

など、東京湾にもともと生息している種も新たに多数確認

された。近年になり、これらの種が新浜湖に出現するよう

になったことは、東京湾内湾の沿岸環境が比較的良好にな

りつつあることが関連しているものと考えられる。例えば、

東京湾内湾の水質についてみると、COD は 1990 年頃から

現在にかけて 4-5 mg/L でほぼ横ばい状態であるが 55）、湾

内に流入する COD や全窒素、全リンの負荷量そのものは、

いずれも減少傾向にある 56）。また沿岸域には、新浜湖以外

にも複数の人工干潟が存在するが、その多くでは長期にわ

たる魚類の利用が確認されている 23,28,50）。近年の東京湾内

湾は、こうした環境が継続的に維持されているため、魚類

の生息場としても改善傾向にあることが推察される。 
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人工潟湖の魚類成育場としての特徴を捉え、その変遷を明らかにすることを目的として、小型地曳網を

用いた採捕調査を実施した。調査地点は千葉県市川市の新浜湖で、本地点は 20ha の湿地帯と 30ha の海域

で構成され、東京湾とは幅約 3m の水門のみで接続した閉鎖性の強い人工潟湖である。調査は 2018 年 4 月

から 2019 年 11 月にかけて、新浜湖の干潟域で毎月一回行った。採集された魚類は 18 科 40 種以上 12,720
個体であった。本調査の結果を、東京湾内湾の他地点の仔稚魚相と比較すると、新浜湖は海水魚と両側回

遊魚の個体数が極めて少なく、河口魚が独占することで特徴づけられた。これは、新浜湖の閉鎖的な地理・

地形的な特徴により、外部からの仔稚魚の輸送が制限されていることに起因していると考えられた。また

新浜湖の干潟域では、2011 年の東北地方太平洋沖地震の影響で地形変化が確認されており、2004 年から

2018 年にかけて河口魚の群集構造が大きく変化していた。さらに多様度の観点からは、新浜湖に出現する

魚類は近年多様化しており、それには東京湾全体の種の出現傾向や、沿岸環境の改善などが関連している

ことが推察された。 

キーワード: 東京湾, 人工潟湖, 干潟, 魚類相, 仔稚魚 

 


